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主な内容
 Ｐ２ 平成２６年第３回定例会概要　　　

 Ｐ８ 常任委員会報告　　

 Ｐ11 市政を問う「一般質問」　

 Ｐ17 議会のうごき　　　　　　　　

 Ｐ20 １２月定例会会期日程（案）



　平成26年第3回定例会は、8月28日～9月26日の30日間開催され、子ども・子育
て支援法案の施行に伴い、雲仙市の関連条例の議案を始め、一般会計の補正予算案
及び平成25年度各会計の決算認定議案等が審議されました。主要な内容について紹
介します。

○　特定教育・保育施設及び特定地域保育事業の運営に関する基準
　・認定こども園、幼稚園、保育所及び小規模保育事業の運営基準を定めたもの

○　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
　・�小規模保育、家庭的保育、事業所内保育及び居宅訪問型保育の設備�
及び運営基準を定めたもの

○　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
　・学童保育における設備及び運営基準を定めたもの

○　軽自動車税の納期が変更になります。（平成27年度から）

改正前 改正後

4月15日～同月30日 5月11日～同月31日

子ども・子育て支援関連、3条例の制定

税条例の一部改正

定例会の概要
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マイナンバー広報用
ロゴマーク「マイナちゃん」

◆一般会計補正予算（第2号）

○　社会保障・税番号制度システム整備事業� 2,123万1千円
　・�関連するシステムの改修・整備により、�
行政の効率化と住民の利便性の向上を目指す。

○　予防接種事業� 671万6千円
　　　　　　　　　　　・�予防接種法改正により、水痘（水ぼうそう）の�

定期予防接種実施

　　　　　　　　　　　・�小児インフルエンザ（任意予防接種）の市助成金の増額

○　先導的「低炭素・循環・自然共生」地域創出事業�
� 1,297万1千円
　・�市民、事業者、市が一体となって、「エネルギー自給
自足のまちづくり」を推進。（環境省委託事業）

○　繰上償還元金� 5億6,165万8千円
　・平成25年度の決算に伴い、余剰金で繰上償還を実施
　・地方債（市債）元金繰上償還金：民間金融機関9件

平成26年度補正予算

平成26年  第３回

小浜バイナリ−発電所
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平成25年度一般会計
及び 特別会計決算概要

　一般会計及び特別会計の決算額は、歳入総額399億1,041万6千円、歳出総額
385億2,581万円となり、前年度の決算額に対し、歳入では0.6％の減、歳出で
は0.4％の減となっています。

（単位：千円）

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引 翌年度へ
繰越すべき財源 実質収支額

一　般　会　計 29,653,263 28,518,989 1,134,274 53,848 1,080,426

特　
別　
会　
計

国民健康保険
特 別 会 計 7,567,429 7,389,372 178,057 0 178,057

後期高齢者医療
特 別 会 計 460,594 460,485 109 0 109

簡易水道事業
特 別 会 計 917,956 876,904 41,052 16,410 24,642

下 水 道 事 業
特 別 会 計 1,138,907 1,111,254 27,653 12,540 15,113

国民宿舎事業
特 別 会 計 161,852 158,554 3,298 0 3,298

温泉浴場事業
特 別 会 計 10,415 10,252 163 0 163

小　　計 10,257,153 10,006,821 250,332 28,950 221,382

平成25年度総額 39,910,416 38,525,810 1,384,606 82,798 1,301,808

平成24年度総額 40,151,026 38,699,595 1,451,431 146,839 1,304,592

増減率（％） △0.6 △0.4 △4.6 △43.6 △0.2

　一般会計、特別会計の国民健康保険及び後期高齢者医療については、採決の結果、賛
成多数で認定し、その他の特別会計は全会一致で認定となりました。

各会計の決算状況

各常任委員会の決算審査状況
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討 論
　そもそも集団的自衛権の行使というの
は、日本に対する武力攻撃がなくても、他
国のために武力の行使をするということを
意味しています。アメリカの戦争のために
日本の若者の血を流すというのが、集団的
自衛権の正体です。解釈改憲を「閣議決定」
で決めることは絶対に認められません。雲
仙市議会は断固とした意志を安倍首相に対
して示すべきです。� 【上田  篤 議員】

　閣議決定は、我が国を取巻く安全保障環
境が根本的に変容し、変化し続けている中
で、国民の命と平和な暮らしを守り抜くた
め、如何にすべきかとの観点から、新たな
安全保障法制の整備のための基本方針を示
されたものであり、抑止力の向上と地域お
よび国際社会に積極的に貢献することを通
じて、我が国の平和と安全を一層確かなも
のにするためであります。
� 【浦川 康二 議員】

◆集団的自衛権の行使容認に反対する請願書 不採択

　一般会計における決算は、歳入総額296
億5326万3千円、歳出総額285億1898万9
千円となっており、前年度と比較すると歳
入は1.6％の増、歳出は2.1％の増となって
います。
　大変厳しい財政状況の中でありますが、
雲仙市の中期財政計画に基づき健全な財政
運営が執行されていると判断し、認定に賛
成します。� 【浦川 康二 議員】

　反対理由の第1は、ヒルクライムチャレン
ジシリーズ2012雲仙普賢岳大会に係る疑
惑の中で、同2013大会に140万円の補助金
を支出している。
　第2は、市は漁民の窮状に目を向けず、国
の違法な福岡高裁確定判決無視の態度に歩
調を合わせている。第3は国民健康保険の改
善に取り組んでいない。国保税を低くするた
めに一般会計からの法定外繰入を行うべき。
� 【上田  篤 議員】

◆平成２５年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 可  決

賛　成 反　対

意見書を国へ送付しました
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元を
求める意見書について

　子どもたちに最善の教育環境を提供していくために定数の改善を行い、少人数学級を推進す
るとともに、全国的な教育水準を確保し、安定した地方財政を構築するために、義務教育国庫
負担率を２分の１に復元することを強く要望するもの。
　【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣

手話言語法制定を求める意見書について
　手話が音声言語と対等であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、
手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及し、研究することができる環境
整備を目的とした「手話言語法」を制定することを強く要望するもの。
　【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

報告第 3 号 平成25年度雲仙市決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい
て ―

議案第41号 長崎県病院企業団規約の変更に関する協議について 原案可決

議案第42号 雲仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の制定について 原案可決

議案第43号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定に
ついて 原案可決

議案第44号 雲仙市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について 原案可決

議案第45号 雲仙市福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第46号 雲仙市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第47号 雲仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案第48号 雲仙市立公立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 原案可決

議案第49号 雲仙市ふれあいの村陶芸館及び茶室の設置及び管理等に関する条例を廃止す
る条例について 原案可決

議案第50号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案第51号 平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第2号）案について 原案可決

議案第52号 工事請負契約の締結について 原案可決

認定第 1 号 平成25年度雲仙市一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 2 号 平成25年度雲仙市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 3 号 平成25年度雲仙市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 4 号 平成25年度雲仙市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 5 号 平成25年度雲仙市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 6 号 平成25年度雲仙市国民宿舎事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 7 号 平成25年度雲仙市温泉浴場事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第 8 号 平成25年度雲仙市水道事業会計決算認定について 認　定

平成２６年第３回雲仙市議会定例会議決結果
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賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結　
　
果

表
決
数

渡
辺　

勝
美

中
村　

好
治

佐
藤　

義
隆

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

浦
川　

康
二

大
久
保
信
一

深
堀　

善
彰

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

森
山　

繁
一

前
川　
　

治

小
畑　

吉
時

元
村　

康
一

井
上　

武
久

小
田　

孝
明

町
田　
　

誠

集団的自衛権の行使容認に反
対する請願書 不採択 1:18 ●●●●●●●●●●○●●●▲●●●●●

平成25年度雲仙市一般会計歳
入歳出決算認定について 認定 18:1 ○○○○○○○○○○●○○○▲○○○○○

平成25年度雲仙市国民健康保
険特別会計歳入歳出決算認定
について

認定 18:1 ○○○○○○○○○○●○○○▲○○○○○

平成25年度雲仙市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算認
定について

認定 17:2 ○○○○○○○○○○●○○○▲○○○●○

○賛成　　●反対　　▲欠席

議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案第53号 雲仙市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決

議案第54号 雲仙市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決

議案第55号 雲仙市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案可決

議案第56号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

議案第57号 訴えの提起について 原案可決

議案第58号 平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第3号）案について 原案可決

請願第 2 号 集団的自衛権の行使容認に反対する請願書 不採択

請願第 4 号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元
に係る意見書採択請願書 採　択

請願第 5 号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書 採　択

発議第 3 号 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１の復元
を求める意見書について 原案可決

発議第 4 号 手話言語法制定を求める意見書について 原案可決
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常任委員会報告

意
見　
今
年
７
月
１
日
に
行
わ
れ
た

閣
議
決
定
は
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
が
変
化
し
続
け
て
い

る
中
で
、
国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら

し
を
守
り
抜
く
と
の
観
点
か
ら
、
新

た
な
安
全
保
障
法
制
の
整
備
の
た
め

の
基
本
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
請
願
書
の
文
面
に
あ
る
よ

う
な
「
日
本
を
海
外
で
戦
争
を
す
る

国
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
断
定

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
関
係
法
令

に
つ
い
て
は
今
後
国
会
に
お
い
て
十

分
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

不
採
択
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
全
会
一
致
で
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

　
軽
自
動
車
税
の
納
期
を
、
４
月
か

ら
５
月
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

質
疑　
軽
自
動
車
税
を
５
月
に
課
税

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁　
課
税
漏
れ
の
改
善
や
、
車
検

時
の
納
税
証
明
書
の
発
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

意
見　
県
内
で
は
雲
仙
市
・
松
浦
市

以
外
の
市
が
５
月
に
課
税
を
行
っ
て

お
り
、
市
民
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と

は
先
行
し
て
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　
雲
仙
市
役
所
増
築
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

意
見　

今
回
の
市
役
所
増
築
工
事

を
、
解
体
工
事
、
建
築
主
体
工
事
、

機
械
設
備
工
事
、
電
気
設
備
工
事
と

分
離
分
割
発
注
し
た
理
由
が
、
地
元

業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
と
い
う
説

明
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
市
内
に
そ

れ
ぞ
れ
の
登
録
業
者
が
何
社
あ
る
か

確
認
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
ず
は
そ

の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
把
握
し
た
上

で
、
分
離
分
割
発
注
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

質
疑　
ふ
る
さ
と
応
援
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
寄
附
金
を
増
や
し
事
業
の

効
果
を
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
庁
内

で
協
議
中
で
あ
り
、
更
に
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
の
物
産
等

の
Ｐ
Ｒ
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

質
疑　
単
独
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
の

効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　
高
額
な
予
算
を
投
じ
、
今
ま

で
以
上
に
市
民
に
対
し
、
す
み
や
か

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
を
念
頭
に
整
備
を

進
め
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

意
見　
総
合
支
所
に
お
い
て
庁
舎
の

設
備
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
理
解
で

き
る
が
、
管
理
方
法
の
基
準
な
ど
統

一
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

意
見　
常
備
消
防
費
と
し
て
、
県
央

及
び
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

の
両
組
合
に
負
担
金
を
支
出
し
て
い

る
が
、
救
急
車
等
の
協
力
体
制
が
取

れ
て
い
な
い
。
市
民
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
も
、
島
原
半
島
内
で

最
寄
り
の
救
急
車
が
出
動
で
き
る
よ

う
協
議
を
進
め
て
ほ
し
い
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反

対
す
る
請
願
書

雲
仙
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

工
事
請
負
契
約
の
締
結

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

付　　託　　案　　件 審議結果
集団的自衛権の行使容認に反対する請願書 不 採 択
雲仙市税条例の一部を改正する条例 原案可決
平成26年度一般会計補正予算（第2号）案 原案可決
工事請負契約の締結 原案可決
平成25年度一般会計歳入歳出決算認定 認　　定

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

不
採
択
１
件
、原
案
可
決

３
件
、認
定
１
件
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審査状況

総
　
　
務
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常任委員会報告

質
疑　
使
用
し
な
く
な
っ
て
か
ら
長

年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。

答
弁　
以
前
か
ら
雨
漏
り
が
あ
っ
た

り
、
外
壁
等
に
つ
い
て
も
ひ
び
割
れ

等
が
発
生
し
た
り
し
て
お
り
、
補
修

が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
。

質
疑　
公
売
に
つ
い
て
の
説
明
は
後

日
行
う
の
か
。

答
弁　
今
回
は
条
例
の
廃
止
に
つ
い

て
の
議
案
で
あ
る
た
め
、
市
有
財
産

評
価
委
員
会
に
諮
り
財
産
処
分
を
行

う
際
に
は
、
再
度
説
明
を
行
う
。

質
疑　
事
故
が
あ
っ
た
土
地
は
市
の

所
有
か
社
協
の
所
有
か
。
ま
た
、
作

業
は
何
名
で
行
っ
て
い
た
の
か
。

答
弁　
土
地
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

土
地
を
社
協
が
借
用
し
て
い
る
。作
業

に
つ
い
て
は
、3
名
で
行
っ
て
い
た
。

質
疑　
生
活
保
護
受
給
者
就
労
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
市
は
就
労
さ
せ
る

た
め
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　
現
在
、
就
労
支
援
員
1
名
を

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
第
2

水
曜
日
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
も

巡
回
相
談
に
来
て
も
ら
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
25
年
度
で
は
53
名
の

対
象
者
の
内
、
19
名
が
就
労
し
、
こ

の
内
の
2
名
に
つ
い
て
は
、
保
護
か

ら
脱
却
し
た
。

質
疑　
現
年
度
課
税
分
の
徴
収
率
が

昨
年
度
と
比
較
し
て
1.1
％
増
加
し
て

い
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、医
療
給
付

費
分
現
年
課
税
分
の
不
能
欠
損
は
ど

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

答
弁　
外
国
人
の
方
が
就
労
等
で
入

国
さ
れ
る
と
殆
ど
の
方
が
国
保
に
加

入
さ
れ
る
が
、
納
期
の
途
中
で
帰
国

し
た
場
合
の
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
今
回
の
過
失
は
誰
の
責
任
に

な
る
の
か
。

答
弁　
雲
仙
市
の
管
理
規
則
で
は
、

学
校
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

校
長
の
権
限
に
お
い
て
校
長
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
校
長
の
責

任
に
な
る
と
考
え
て
い
る
が
、学
校
を

指
導
・
監
督
す
る
立
場
か
ら
教
育
委

員
会
と
し
て
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

質
疑　
公
の
施
設
を
営
利
目
的
と
し

て
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い

の
か
。

答
弁　
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例

で
は
、
営
利
目
的
で
の
利
用
等
を
制

限
す
る
項
目
は
設
け
て
い
な
い
。
現

在
、社
会
教
育
活
動
で
は
、受
益
者
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
か
ら
民
間
の
活

力
を
活
用
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
応
の
受

益
者
負
担
を
伴
い
な
が
ら
市
民
ニ
ー

ズ
が
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
後
退
さ

せ
る
よ
う
な
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

　
本
請
願
の
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と

し
て
全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

今
回
の
議
案
に
係
る
「
ふ
れ
あ
い

の
村
陶
芸
館
及
び
茶
室
」
の
現
地

調
査
を
実
施

雲
仙
市
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

雲
仙
市
ふ
れ
あ
い
の
村
陶
芸
館
及

び
茶
室
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

（
車
両
破
損
）

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

平
成
25
年
度
雲
仙
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

（
家
屋
破
損
）

訴
え
の
提
起

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

付　　託　　案　　件 審議結果

雲仙市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の制定ほか9件 原案可決

平成26年度一般会計補正予算（第2号）案ほか1件 原案可決

平成25年度一般会計歳入歳出決算認定ほか3件 認　　定

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書ほか1件 採　　択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、
原
案
可
決
12
件
、
認

定
4
件
、
採
択
2
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審査状況 ふれあいの村陶芸館及び茶室

文
教
厚
生
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常任委員会報告

質
疑　
諌
早
湾
水
産
振
興
特
別
対
策

事
業
と
し
て
、
瑞
穂
漁
協
の
ア
サ
リ

稚
貝
放
流
に
補
助
を
し
て
い
る
が
、

今
年
当
漁
協
は
、
貝
が
少
な
か
っ
た

た
め
、
潮
干
狩
り
が
で
き
な
い
状
況

で
あ
っ
た
と
聞
く
。
費
用
対
効
果
な

ど
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
弁　
今
後
、
県
の
水
産
機
関
や
諫

早
湾
地
域
振
興
基
金
と
も
一
体
と

な
っ
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
農
地
保
全
事
業
は
住
民
か
ら

の
要
望
も
多
い
。
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　
予
算
の
３
倍
く
ら
い
の
申
請

が
あ
る
。
何
年
も
待
っ
て
い
る
方
や

な
か
な
か
事
業
の
完
成
が
見
込
め
な

い
方
も
い
る
の
で
、
財
政
当
局
に
予

算
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
海
外
宣
伝
誘
致
事
業
の
今
後

の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　
県
観
光
連
盟
な
ど
と
の
連
携

を
は
か
り
、
し
っ
か
り
と
誘
客
に
結

び
付
け
て
行
き
た
い
。

質
疑　
雲
仙
市
産
業
ま
つ
り
は
、
市

外
か
ら
の
来
場
者
は
多
い
の
か
。
効

果
は
あ
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
正
確
な
分
析
は
し
て
い
な
い

が
、
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
と
比
較
し
て

も
市
外
・
県
外
か
ら
の
来
場
者
も
多

い
と
い
う
認
識
で
い
る
。
今
後
調
査

し
て
い
き
た
い
。

意
見　
市
営
住
宅
改
善
事
業
は
市
営

住
宅
使
用
料
の
範
囲
内
で
行
う
な

ど
、
事
業
を
実
施
す
る
上
で
、
歳
入

面
に
も
っ
と
敏
感
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
。

質
疑　
小
浜
木
場
山
領
線
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

早
期
完
成
を
考
え
て
い
る

が
、
国
か
ら
の
交
付
金
が
要
求
に
対

す
る
半
分
程
度
の
割
当
で
あ
る
た

め
、
な
か
な
か
事
業
の
進
捗
を
は
か

れ
な
い
こ
と
が
、
主
な
理
由
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

質
疑　
工
事
途
中
で
あ
る
吾
妻
地
区

の
使
用
料
収
入
が
高
い
の
は
、
水
洗

化
率
が
急
激
に
高
く
な
っ
た
た
め

か
。

答
弁　
水
洗
化
率
も
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
加
入
人
数
も
多
い
た
め
で
あ

る
。

意
見　
継
続
審
査
を
求
め
る
。
全
会

一
致
で
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
11
箇
所
の
現
地
調
査
を
実

施
し
た
。

平
成
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

農
協
改
革
並
び
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

関
す
る
請
願
書

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

平成２６年度一般会計補正予算（第２号）案　ほか１件 原案可決

平成２５年度一般会計歳入歳出決算認定　ほか４件 認　　定

農協改革並びにＴＰＰ交渉に関する請願書 継続審査

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
２
件
、
認
定
５

件
、
継
続
審
査
１
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

産
業
建
設

南串山赤間漁港海岸高潮対策工事

審査状況 市道吾妻西光寺線道路災害復旧工事
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町
田
議
員 　
自
治
会
ご
と
に
防

災
組
織
は
あ
る
が
、訓
練
の
実
施
は
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
訓
練
は

少
数
の
自
治
会
し
か
実
施
し
て
い

な
い
。

 

町
田
議
員 　
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
岩
手
県
釜
石
市
で
は
、

す
べ
て
の
小
中
学
校
に
い
た
約

3
千
人
全
員
が
無
事
だ
っ
た
。
そ

れ
は
、
被
災
前
か
ら
防
災
教
育
を

し
、
避
難
訓
練
を
徹
底
し
て
実
施

し
て
き
た
か
ら
だ
。
釜
石
の
奇
跡

は
偶
然
に
起
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

訓
練
が
い
か
に
大
切
か
と
分
か
る

な
ら
、
自
治
会
が
防
災
訓
練
を
し

た
時
は
活
性
化
交
付
金
の
1
万
円

補
助
で
は
な
く
防
災
訓
練
時
は

3
万
円
の
補
助
額
と
す
れ
ば
、
自

治
会
が
積
極
的
に
や
る
の
で
は
。

 

広
瀬
部
長 　
活
動
に
何
ら
か
の

手
当
て
が
可
能
か
、
勉
強
し
て
み

た
い
。

 

町
田
議
員 　
市
長
は
栃
木
県
高

根
沢
町
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
行
っ
た
こ
と
は
な

い
。

 

町
田
議
員 　
平
成
24
年
に
同
町

と
は
、
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定

を
結
ん
で
い
る
。
行
っ
た
こ
と
が

な
い
の
な
ら
、
早
期
に
足
を
運
び

お
互
い
の
交
友
を
深
め
る
べ
き
だ
。

 

町
田
議
員 　
雲
仙
市
の
観
光
統

計
で
は
観
光
客
数
が
3
5
2
万

人
、
対
前
年
比
1
・
8
％
増
で
、

こ
れ
は
円
安
や
格
安
航
空
の
就
航

の
影
響
で
外
国
人
観
光
客
数
が

1
・
5
倍
に
増
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
国
も
県
も
外
国
人
観
光
客

対
策
を
種
々
し
て
い
る
。
雲
仙
市

は
市
内
観
光
施
設
の
看
板
等
外
国

語
表
記
は
チ
ェ
ッ
ク
し
た
の
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
ま
だ
チ

ェ
ッ
ク
は
し
て
い
な
い
。

 

金
澤
市
長 　
外
国
人
対
策
は
施

策
の
中
で
重
点
的
に
と
ら
え
た
い
。

防災訓練の重要性

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P11
平野　利和…P12
森山　繁一…P12
浦川　康二…P13

町田　　誠…P13
上田　　篤…P14
大久保信一…P14
坂本　弘樹…P15

井上　武久…P15
元村　康一…P16
小田　孝明…P16

市政を問う
11名の議員が一般質問

防
災
訓
練
・
防
災
教
育
は

外
国
人
受
入
の
観
光
対
策
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

平
野
議
員 　
今
回
で
4
回
目
の

質
問
に
な
る
。
胃
が
ん
発
症
の
原

因
で
も
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
の
中

に
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
導
入
を

提
案
し
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
国
保
の
医
療
費
抑

制
等
の
観
点
か
ら
も
ピ
ロ
リ
菌
検

査
導
入
に
向
け
、
南
高
医
師
会
及

び
南
島
原
市
と
連
携
し
て
調
整
し

て
い
く
。

 

平
野
議
員 　
南
高
医
師
会
、
南

島
原
市
の
協
議
が
で
き
た
と
仮
定

し
て
導
入
時
期
を
尋
ね
る
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
早
け
れ

ば
来
年
度
く
ら
い
に
始
め
た
い
。

 

平
野
議
員 　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
導

入
を
求
め
る
署
名
活
動
等
も
行
な

わ
れ
、
7
月
28
日
に
金
澤
市
長
へ

届
け
て
、
市
民
も
関
心
を
持
っ
て

い
る
。

 
平
野
議
員 　
自
然
環
境
を
壊
す

事
が
な
い
よ
う
「
自
然
環
境
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
関
す

る
条
例
」を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

 

広
瀬
部
長 　
雲
仙
市
は
観
光
都

市
で
あ
り
、
観
光
振
興
を
進
め
て

い
る
。
景
観
条
例
の
改
正
な
ど
で

地
区
指
定

な
ど
し
な

が
ら
協
定

を
求
め
て

い
く
形

で
、
制
定

が
で
き
れ

ば
と
考
え

て
い
る
。

ピロリ菌検査導入を

 

森
山
議
員 　
今
回
の
法
改
正
で

は
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
合

体
、
新
し
い
ト
ッ
プ
を
首
長
が
任

命
と
な
っ
て
い
る
様
で
あ
る
が
。

 

山
野
教
育
長 　
地
方
教
育
行
政

の
責
任
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機

管
理
体
制
の
構
築
、
首
長
と
の
連

携
強
化
、
地
方
に
対
す
る
国
の
関

与
の
見
直
し
、
地
方
教
育
行
政
制

度
の
改
革
を
行
い
、
主
な
改
正
内

容
は
教
育
行
政
の
責
任
を
明
確
に

し
て
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を

一
本
化
し
、
新
教
育
長
を
置
き
、

新
教
育
長
は
首
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
直
接
任
命
す
る
こ
と
に
な

る
。

 

森
山
議
員 　
農
業
委
員
会
制
度

の
見
直
し
の
方
針
が
出
さ
れ
、
選

挙
や
団
体
の
推
薦
に
よ
る
農
業
委

員
の
現
任
制
度
を
廃
止
し
、
市
町

村
長
が
任
命
す
る
仕
組
み
に
一
元

化
す
る
方
針
の
様
で
あ
る
が
。

 

秋
山
農
業
委
員
会
事
務
局
長 　

農
業
委
員
の
選
任
方
法
で
あ
る
が
、

選
挙
制
度
や
議
会
及
び
団
体
推
薦

に
よ
る
選
任
制
度
を
廃
止
し
、
地

域
か
ら
の
推
薦
、
公
募
等
を
事
前

に
行
っ
た
上
で
、
議
会
の
同
意
を

要
件
と
し
た
市
長
の
選
任
制
度
の

変
更
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
委
員

数
を
半
分
程
度
、
認
定
農
業
者
、

女
性
、
青
年
農
業
委
員
を
積
極
的

に
登
用
す
る
。
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
新
設
し
農
業
委
員
会

で
選
任
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

他
の
質
問

・
農
業
振
興
は

・
台
風
8
号
へ
の
対
応
、
結
果
は

・
介
護
事
業
の
取
り
組
み
は

地方自治の見直しは

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

が
ん
対
策
の
施
策
は

教
育
委
員
会
の
在
り
方
は

農
業
委
員
会
の
今
後
は

環
境
対
策
は

森
もりやま

山　繁
しげいち

一議員

ピロリ菌

太陽光パネル
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一般質問

 

町
田
議
員 　
今
回
佐
世
保
市
で

発
生
し
た
高
校
女
子
生
徒
が
同
級

生
を
殺
害
す
る
衝
撃
的
な
事
件
が

発
生
し
た
が
、
一
体
何
が
少
女
を

事
件
に
向
か
わ
せ
た
の
か
。
平
成

13
年
よ
り
、
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
子
供
を
皆
で

育
て
よ
う
と
県
民
運
動
を
展
開
し

た
が
、
現
実
は
平
成
15
年
長
崎
市

で
平
成
16
年
に
佐
世
保
市
で
大
き

な
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
雲
仙

市
で
は
命
の
教
育
や
い
じ
め
に
対

す
る
学
習
や
指
導
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 
金
澤
市
長 　
大
変
痛
ま
し
い
事

案
が
発
生
し
た
こ
と
に
対
し
て
心

よ
り
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
。

命
の
教
育
に
対
し
て
は
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
で
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
教
育
の
重
要
課
題
と
考
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
で
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
。

 

山
野
教
育
長 　
命
の
教
育
に
つ

い
て
、
道
徳
の
指
導
の
時
間
に
お

い
て
生
命
を
尊
重
す
る
内
容
項
目

を
年
間
指
導
計
画
に
位
置
付
け
て

指
導
し
て
い
る
。

 

町
田
議
員 　
教
育
長
、
約
束
し

て
ほ
し
い
。
佐
世
保
の
事
件
が
最

後
に
な
る
よ
う
に
。
ま
た
学
校
管

理
職
に
よ
る
子
供
の
校
内
で
の
指

導
は
。

 

山
野
教
育
長 　
コ
コ
ロ
ね
っ
こ

運
動
の
大
き
な
活
動
の
一
つ
に
挨

拶
運
動
・
声
か
け
運
動
が
あ
り
、

再
度
指
導
し
て
い
く
。

他
の
質
問

・
公
立
学
校
の
夏
休
み
の
短
縮
は

生命を尊重する指導は

 

浦
川
議
員 　
全
国
自
治
体
の
ふ

る
さ
と
納
税
へ
の
取
組
状
況
は
。

 

大
塚
政
策
企
画
課
長 　
平
成
24

年
度
全
国
自
治
体
が
受
け
た
納
税

額
は
約
1
3
0
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
県
内
平
戸
市
で
は
、
高
い
還

元
率
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
を
導

入
し
て
、
今
年
目
標
額
1
億
円
に

対
し
、
既
に
2
億
円
を

突
破
し
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 　
雲
仙
市

の
取
組
状
況
と
こ
れ
ま

で
の
実
績
は
。

 

金
澤
市
長 　
平
成
20

年
に
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
条
例
を
施
行
し
、
受

入
体
制
を
整
え
、
実
績

は
5
年
間
で
2
9
9

件
、
約
2
4
0
6
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 　
雲
仙
市
は
税
制
改

正
に
伴
い
、
早
期
に
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
取
組
ま
れ
て
い
る
が
、

他
自
治
体
が
寄
附
額
の
増
加
が
あ

る
中
で
、
雲
仙
市
は
所
望
の
実
績

が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
判
断
す

る
。
今
後
の
具
体
的
取
組
は
。

 

金
澤
市
長 　
寄
附
額
の
増
・
市

及
び
特
産
品
の
広
報
、
地
場
産
業

の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
寄
附
意
欲
を
刺

激
す
る
よ
う
な
、
本
市
の
特
産
品

や
観
光
施
設
を
活
用
し
て
、
来
年

度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
今
後
の

取
組
を
加
速
し
、
積
極
的
に
取
組

ん
で
行
く
。

ふるさと納税の取組は
積
極
的
取
組
の
具
体
策
は

命
の
教
育
や
事
件
再
発
防
止

は

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員
寄附先　A村

① 寄附

③ 確定申告

④ 寄附をした年の
　 所得税額から還付

’④’ 寄附をした翌年度の
　  個人住民税額が減額

受領書添付

② 受領書
住所地　B市

A村役場

税務署

B市役所

寄附者

ふるさと納税の
手続き

③ 

確
定
申
告
書

　
　

（
写
し
）

’

町
まちだ

田　　誠
まこと

議員

ココロねっこ運動キャラクター
「ココロちゃん」
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金澤市政のここが聞きたい

 

大
久
保
議
員 　
国
は
4
つ
の
農

業
改
革
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理

機
構
の
創
設
、
経
営
所
得
安
定
対

策
、
水
田
フ
ル
活
用
と
米
施
策
、

日
本
型
直
接
支
出
制
度
の
改
革
を

進
め
、
強
い
農
林
水
産
業
を
作
り

上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
雲
仙
市
と
し
て
の
取
り
組
み

状
況
は
。

 

金
澤
市
長 　
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
が
足
腰
の
強
い
農
業
と

し
て
確
立
す
る
た
め
に
、
こ
の
農

政
改
革
を
早
期
に
定
着
さ
せ
る
こ

と
は
重
要
で
あ
り
、
制
度
等
の
周

知
を
徹
底
す
る
。

 
松
尾
産
業
振
興
部
長 　
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
地
の
貸

し
借
り
に
よ
り
、
農
地
の
集
積
、

集
約
を
図
り
、
推
進
策
と
し
て
集

積
協
力
金
等
が
交
付
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
経
営
所
得
安
定
対
策
は

作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

で
、
販
売
収
入
が
標
準
的
収
入
を

下
回
っ
た
場
合
、
差
額
の
9
割
を

交
付
金
で
支
払
わ
れ
る
の
が
ナ
ラ

シ
対
策
で
、
畑
作
の
直
接
支
払
交

付
金
が
ゲ
タ
対
策
で
あ
る
。
水
田

フ
ル
活
用
は
水
田
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
よ
り
、
農
業
者

自
ら
の
経
営
判
断
で
、
需
要
に
応

じ
た
米
の
生
産
が
行
え
る
環
境
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
型

直
接
払
制
度
に
は
21
組
織
が
参
加

し
、
市
内
の
農
地
の
25
％
を
示
し

て
い
る
。

 

大
久
保
議
員 　
寺
ノ
前
線
は
工

業
団
地
内
の
市
道
廃
止
に
伴
っ
た

代
替
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い

る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
事
業
進

捗
が
図
れ
ず
大
変
迷
惑
を
か
け
て

い
る
。
工
業
団
地
内
の
市
道
代
替

道
路
と
し
て
事
業
推
進
に
向
け
て

努
め
て
い
く
。

国の4つの農政改革は

 

上
田
議
員 　
医
療
介
護
総
合
法

が
6
月
に
国
会
で
成
立
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
介
護
保
険
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
最
大
の
問
題
と
さ

れ
る
要
支
援
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
は

ど
う
な
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
こ
の
法
律
は
団
塊

世
代
（
昭
和
22
年
～
24
年
生
ま
れ

ぐ
ら
い
）
の
方
々
が
75
歳
以
上
に

な
る
平
成
37
年
を
見
据
え
て
、
医

療
介
護
の
給
付
の
重
点
化
、
効
率

化
を
進
め
る
も
の
だ
。

 

岸
川
市
民
福
祉
部
長 　
通
所
介

護
と
訪
問
介
護
の
2
つ
の
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
が
（
介
護
保
険
事
業

か
ら
）
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
が
行
う
地
域
支
援
事
業
の
中

に
移
行
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
は
指
定
介
護
事
業
者
や

N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

な
る
が
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

 

上
田
議
員 　
こ
れ
ま
で
は
介
護

保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
定
め
ら
れ

た
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
新
た
な

制
度
で
は
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る

の
で
は
な
い
か
。
N
P
O
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
民
間
事
業
者
に
は
特

別
な
資
格
は
要
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
素
人
に
ま
か
せ
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

 
岸
川
部
長 　
N
P
O
な
ど
が
行

う
サ
ー
ビ
ス
に
資
格
が
必
要
か
ど

う
か
は
聞
い
て
い
な
い
。

他
の
質
問

・
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会

・
南
串
山
町
の
井
戸
水
問
題

介護サービスが低下

農
政
改
革
の
取
り
組
み
は

介
護
保
険
「
改
正
」
で
加
入

者
の
権
利
は
保
障
さ
れ
る
か 上

うえだ

田　　篤
あつし

議員

大
お お く ぼ

久保信
しんいち

一議員

市
道
吾
妻
寺
ノ
前
線
の
進
捗

は
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一般質問

 

井
上
議
員 　
第
1
回
定
例
会
質

問
終
了
後
執
行
部
は
、
弁
護
士
に

相
談
し
た
結
果
、
告
発
を
前
提
に

警
察
に
相
談
を
開
始
し
た
と
の
報

道
が
あ
っ
た
が
、そ
の
後
の
経
過
は
。

 

金
澤
市
長 　
調
査
委
員
会
の
調

査
結
果
、
実
行
委
員
会
の
会
計
処

理
は
、
支
払
い
実
態
の
な
い
領
収

書
及
び
寄
附
金
の
相
殺
に
よ
り
、

本
来
補
助
金
の
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
る
べ
き
も
の
が
実
績
額
と
し
て

計
上
し
て
あ
り
、
補
助
金
の
返
還

で
は
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
判
断
し
、
5
月
19
日
告
発
を
前

提
に
、警
察
に
相
談
を
開
始
し
た
。

 
井
上
議
員 　
雲
仙
署
は
告
発
状

を
そ
の
後
受
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

酒
井
副
市
長 　
現
在
受
理
さ
れ

て
い
な
い
。

 

井
上
議
員 　
受
理
さ
れ
な
い
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
実
害
が
確
定
し
て

い
る
県
の
ほ
う
が
、
補
助
金
の
返

還
で
済
ま
さ
れ
る
の
か
、被
害
届
、

告
訴
を
さ
れ
る
の
か
警
察
の
判
断

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
推
測
し
て
い
る
。

 

井
上
議
員 　
事
務
処
理
に
お
け

る
今
後
の
防
止
策
等
の
対
応
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
今
回
の

事
案
は
、
市
の
補
助
金
の
執
行
管

理
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
あ
り
、
現
在
観
光
振

興
補
助
金
交
付
要
綱
等
の
改
正
を

進
め
る
と
と
も
に
、
事
務
取
扱
い

に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

て
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
る
。

 

井
上
議
員 　
市
民
が
納
得
で
き

る
観
光
振
興
策
の
市
長
の
考
え
は
。

 

金
澤
市
長 　
雲
仙
市
の
観
光
予

算
の
う
ち
、
島
原
半
島
全
体
、
ジ

オ
パ
ー
ク
と
か
世
界
遺
産
等
に
関

わ
る
予
算
割
合
が
必
然
的
に
増
え

て
い
る
。
県
と
連
携
し
、
観
光
事

業
者
が
雇
用
を
維
持
し
て
、
納
税

を
果
た
せ
る
観
光
行
政
を
研
究
す

る
。

観光事業補助金の顛末

環境問題取り組み強化

 

坂
本
議
員 　
環
境
都
市
宣
言
を

踏
ま
え
、
電
気
自
動
車
の
公
用
車

と
し
て
の
導
入
・
充
電
設
備
の
設

置
・
電
気
自
動
車
の
軽
自
動
車
税

減
免
は
で
き
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
快
適
な
生
活
環
境

と
な
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
現
在
作
成
を
進
め
て
い
る
環

境
基
本
計
画
へ
電
気
自
動
車
等
の

導
入
促
進
及
び
車
種
に
係
る
軽
自

動
車
税
の
減
免
措
置
導
入
に
つ
い

て
盛
り
込

み
推
進
す

る
よ
う
考

え
て
い
る
。

 

坂
本
議
員 　

長
崎
県
で
木
質

チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
加
温
機
ボ

イ
ラ
ー
の
開
発
、
実
証
実
験
が
進

ん
で
い
る
。
市
と
し
て
行
政
施
設

へ
の
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
計
画
で
き
な

い
か
。

 
松
尾
産
業
振
興
部
長 　
現
在
の

木
質
チ
ッ
プ
用
材
の
生
産
量
で
は

年
間
を
通
し
た
ボ
イ
ラ
ー
稼
働
を

賄
え
ず
、
間
伐
面
積
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
事
業
費
の
確
保
、
事

業
体
の
体
制
整
備
等
解
決
が
必
要

で
あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い
。

 

坂
本
議
員 　
農
業
用
の
補
助
暖

房
機
と
し
て
、
丸
太
を
そ
の
ま
ま

燃
焼
さ
せ
る
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入

に
補
助
で
き
な
い
か
。

 

松
尾
部
長 　
施
設
園
芸
省
エ
ネ

設
備
導
入
事
業
の
活
用
が
考
え
ら

れ
る
が
、
効
果
を
証
明
で
き
る
試

験
結
果
が
必
要
に
な
る
。

電
気
自
動
車
の
普
及
拡
大
は

事
務
処
理
の
経
過
は

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

森
林
間
伐
材
の
利
用
を

井
いのうえ

上　武
たけひさ

久議員

電気自動車
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金澤市政のここが聞きたい

 

元
村
議
員 　
「
飛
び
お
り
て
も

ら
お
う
か
な　
冗
談
だ
け
ど
と
休

み
時
間
の
ゲ
ー
ム
中
に
教
諭
が
発

言
」
と
い
う
見
出
し
が
、
8
月
12

日
の
長
崎
新
聞
に
載
っ
た
。
本
事

案
の
内
容
や
経
緯
、
処
分
、
今
後

の
対
応
は
。

 

山
野
教
育
長 　
市
内
小
学
校
の

教
諭
が
不
適
切
な
発
言
を
し
た
も

の
で
、
処
分
は
市
教
委
が
行
う
指

導
措
置
の
中
で
最
も
重
い
文
書
訓

告
と
し
た
。

 

山
本
教
育
次
長 　
今
後
は
、
各

学
校
の
指
導
監
督
を
徹
底
し
た
い
。

 

元
村
議
員 　
教
育
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
第
10
条
に
父
母
そ
の
他

の
保
護
者
は
、
子
の
教
育
に
つ
い

て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
の

条
文
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
家
庭
教

育
の
重
要
性
、
保
護
者
の
責
任
を

問
う
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
昨
今

は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
問
題
の
解
決

や
対
応
で
、
学
校
と
保
護
者
の
言

い
分
が
対
立
す
る
こ
と
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
感
じ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
の
た
め
に
は
、
学

校
と
家
庭
が
お
互
い
の
立
場
を
尊

重
し
合
っ
て
連
携
、
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
。

 
山
本
次
長 　
指
摘
の
と
お
り
で

あ
り
、
連
携
し
た
取
り
組
み
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

 

元
村
議
員 　
小
学
校
の
プ
ー
ル

サ
イ
ド
に
設
置
さ
れ
て
い
る
移
動

式
テ
ン
ト
が
台
風
で
飛
ば
さ
れ
、

住
宅
2
棟
・
物
置
1
棟
に
被
害
を

与
え
た
が
。

 

山
本
次
長 　
台
風
の
影
響
を
過

小
評
価
し
適
切
な
管
理
を
怠
っ

た
。
学
校
を
指
導
す
る
市
教
委
の

責
任
で
も
あ
り
、
損
害
賠
償
を
行

う
と
と
も
に
、
再
発
防
止
に
努
め

る
。

教育行政の諸問題
学
校
現
場
に
対
す
る
指
導
管

理
監
督

学
校
と
家
庭
と
の
望
ま
し
い

関
係
作
り

台
風
11
号
に
よ
り
損
害
を
与

え
た
事
故
の
対
応

市内製造業の支援を

 

小
田
議
員 　
市
内
製
造
業
の
現

状
と
振
興
対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
平
成
17
年
と
平
成

24
年
の
比
較
で
は
95
事
業
所
が
24

件
減
少
し
、
従
業
員
で
は
2

 
2
 7 

1
人
か
ら
1
2
7
名
減
少
し
て
い

る
。
事
業
所
の
大
規
模
化
も
見
ら

れ
る
反
面
、
小
規
模
事
業
所
の
減

少
が
大
き
く
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
事
業
所
が
従
業
員

を
1
人
で
も
増
や
す
時
、
何
ら
か

の
支
援
は
で
き
な
い
の
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
中
小
企

業
振
興
資
金
の
融
資
利
用
で
経
営

の
安
定
に
よ
り
、
新
た
に
雇
用
が

生
ま
れ
る
と
考
え
る
。

 
小
田
議
員 　
市
が
発
注
し
た
工

事
事
業
に
市
内
製
造
の
資
材
を
ど

の
く
ら
い
使
用
し
て
い
る
の
か
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
数
量
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
平
成
25
年
度

5
百
万
円
以
上
の
工
事
が
1
3
4

件
あ
り
、
市
内
本
社
の
下
請
と
資

材
の
調
達
と
の
合
計
で
1
1
1
件

で
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
市
が
発
注
す
る
工

事
費
が
35
億
円
の
3
割
を
市
内
製

造
資
材
を
使
用
す
れ
ば
10
億
円
の

経
済
効
果
は
大
き
い
。
市
外
や
県

外
産
の
使
用
と
な
る
と
10
億
円
は

外
に
飛
ん
で
経
済
効
果
は
な
い
。

県
や
長
崎
市
の
よ
う
に
、
市
の
財

源
で
発
注
す
る
事
業
は
よ
り
経
済

波
及
効
果
を
高
め
る
姿
勢
で
取
り

組
む
べ
き
だ
。

 

金
澤
市
長 　
事
業
活
動
を
強
制

的
に
制
限
す
る
こ
と
の
可
否
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
制
限
す
る
こ
と
が

事
業
所
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
も
の
か
ど
う
か
、
議
員
の
指
摘

も
含
め
研
究
し
た
い
。

他
の
質
問

・
交
通
安
全
に
つ
い
て

元
もとむら

村　康
やすかず

一議員

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

食
品
製
造
業
が
減
っ
て
い
る

市
内
事
業
者
の
製
造
資
材
を
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7月24日（木）
第9回雲仙市中学生弁論大会

　第64回「社会を明るくする運動」の一環
として、第9回雲仙市中学生弁論大会が国
見町文化会館「まほろば」で開催され、元
村康一文教厚生常任委員長以下4名の議員
が出席しました。市内7つの中学校から12
名の中学生が参加し、熱弁を振るいました。

7月29日（火）
県への施策に関する要望・提案活動

　長崎県への施策に関する要望・提案活
動を市及び議会合同で行いました。
　この要望活動は毎年行われており、多
比良港埋立地の整備や幹線道路の整備等
15項目について、直接、中村知事へ要望
を行いました。

7月25日（金）
第9回雲仙市民スポーツ大会総合開会式

　平成26年度第9回雲仙市民スポーツ大
会総合開会式が吾妻町ふるさと会館で開
催され、町田誠副議長以下5名の議員が出
席しました。
　8月2日から21種目の競技が開催され、
熱戦が繰り広げられました。

8月19日（火）
第3回島原半島3市議会議員研修会

　今回で3回目となる島原半島市議会議員
研修会が雲仙市瑞穂町の森田屋で開催さ
れ、本市からは大久保議長以下17名の議
員が参加しました。
　島原振興局より幹線道路の整備状況に
ついて説明を受けました。

議会のうごき
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

8月23日（土）
国立公園雲仙指定80周年記念式典・
島原半島世界ジオパーク認定5周年記念式典

　国立公園「雲仙」は、昭和9年に日本で
最初の国立公園の指定を受けて以来、80
周年を迎えました。世界ジオパーク認定5
周年と合わせ、これらを記念する式典が
行われ、大久保議長以下11名の議員が出
席しました。

8月21日（木）～ 22日（金）
長崎県市議会議長会臨時総会
長崎県市議会議長会議員研修会

　松浦市において長崎県市議会議長会臨
時総会が開催され、大久保議長が出席し
ました。翌日の研修会には大久保議長以
下9名の議員が参加し、「国史跡鷹島神崎
遺跡の歴史的意義」について研修しました。

10月12日（日）〜22日（水）
長崎がんばらんば国体

　第69回国民体育大会が45年ぶりに長崎
県で開催され、サッカー（少年男子）、ボ
クシング、馬術競技が雲仙市で開催され
ました。大久保議長以下多数の議員が、
全国各地から郷土の代表として参加され
た選手の皆さんの、レベルの高い力と技
に声援を送りました。

9月30日（火）
韓国求礼郡議会訪問団来訪

　雲仙市の姉妹都市である韓国求礼郡議
会訪問団13名が本市を訪問されました。
　市役所への表敬訪問のほか、市内の観
光施設、農業施設などを視察されました。
　今後、更なる両郡市の発展と交流促進
を期待します。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

議 会 用 語 解 説
決算認定
　議会が、一会計年度の歳入歳出の執行
の実績である決算について、その内容を
審査したうえで、収入・支出が適法かつ
正当に行われたかどうかを確認すること
をいう。
　議決事件の一つである。
　決算審査に当たっては、議会として、
法令、条例、規則等関係法規に対する適
合関係、係数的正誤等にとどまらず、過
去の財政運営を通じて問題点を発見し、
将来の財政運営にこれを反映させると
いった視点からの検討も期待されている。

�（地方議会運営事典　ぎょうせい　より）

　議会基本条例に基づいて一般市民と議
員との懇談会、意見交換会の開催を切に
望みます。（まちづくり、医療、介護、福祉、
子育て、企業誘致、観光と農業連携、諫
早湾干拓など）
� （吾妻町：岩永好博さん）

　いつもご苦労様です。私が生きている
うちに下水道工事はできるのでしょうか。
生活排水のたれ流しはいつ止めるので
しょう。川や海が汚れています。
� （国見町：酒井良盛さん）

市 民
の 声
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより40号）

ご氏名
ふりが

※議会だよりに掲載させていただく場合、イニシャルやペンネームを希望
　される場合は記入ください。

な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
52円切手を
お貼り下さい
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号40
議会を傍聴してみませんか？

　御嶽山の火山噴火で多数の人命が奪わ
れております。23年前の雲仙普賢岳噴
火災害を思い出しました。雲仙市の災害
対策について、人命を奪われたり、家屋
被害が出ないように行政と共に話し合っ
ていかなければならないと思っています。
　議会としましては、市民の皆様の生活
が安全で心豊かな環境になるように意見
を発していきます。
� （中村　好治）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　浦川康二
副委員長　佐藤義隆
委　　員　上田　篤、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成26年第4回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
11月27日（木）～ 12月17日（水）です

■一般質問　　　12月1日（月）～ 4日（木）
■議案質疑　　　12月8日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　12月  9日（火）
　　産業建設常任委員会　　12月10日（水）
　　総務常任委員会　　　　12月11日（木）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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